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　うたはしぜんにまわりにあった。耳にし、声にだした。
長じて、楽器を手にする。楽器がうたう。声のかわりに
なる。大きく小さく、高く低く、しかも、ことばに制約さ
れるもしない。意味の束縛からはなれている。このほう
が自由じゃん！ でも、うたはやはりそばにある。日常の
意味、文法、シンタックスに、声域に、声色に制約され
ながら、でも、音楽＝うただよね、としばしばおもいこ
まれてさえいる。じゃあ、うたって何か？ あらためて考え
ようとするのだが、手掛かりはありそうでほとんどない。
うたについて語るひとは、うたをあたりまえにおもってい
るひとばかりだ。ほんとは「あたりまえ」を問うところか
らやらなくちゃいけないのでは？　
　大谷能生の試みを、わたしなりにシミュレーションして
みると、こうだ。いや、見当はずれも甚だしい、って言
われるかもしれない。むしろこれはわたしのことだ。わた
しがうたについてぐちぐち考えているのを、大谷能生の
本に投射しただけだ。やりたいとおもいつつできなかっ
たことが、ここではおこなわれている。あっぱれ（くっそ
～ w）。
　この列島の言語、詩·詞、うたをめぐる時枝誠記、吉
本隆明、菅谷規矩雄ののこした論考をすこし時間をかけ
て読みかえし、大著のところどころで、参照する。浪花節、

流行歌、唱歌からフォーク、ロック、J-POP、椎名林檎、
宇多田ヒカルへと個別に論じてゆく。道すがら、さまざ
まなリズムが、つまりはカラダのうごきとダンスがからめ
られ。
　でもねでもね、これが一直線になっていないんだ。そ
んなふうに読もうとすると、肩透かしをくわされる。講義
をもとにしているらしいのだが、研究書の顔をしながら、
研究書にはできないことをやる、講義＝声＝はなしこと
ば（パロール）がもとでこそのインプロを。クラブでダン
スしてるとき、ある瞬間にリズムが、曲調が変わって、あ
れ？！っとアタマは疑問符だらけになってもカラダはちゃ
んとノッている。客観的な論考がつづくかとおもうと、
大谷能生（らしき一人称）の自伝的語りやコメントがあ
り、シナリオがあり。この列島のよく知られた、あるいは、
よく参照される文献は、余計な道草はくわないよ、まず
は言いたいことを言わせてくれいとばかりに、故意にすっ
とばす。
　つまりは大谷能生のほかの著作と同様、内容とことば
の音楽がシンクロしているのが醍醐味。意味内容をこえ
たものが感じとれるひとにこそ、という長丁場。このな
かから、拾えるものを拾ってちゃんと栄養に。
 （小沼純一　音楽・文藝批評家／早稲田大学教授）
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大谷能生『歌というフィクション』
《言葉と音楽の関係》の「あたりまえ」を問う日本語詩歌論
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